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北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258

地域医療機能推進機構
全国病院MAP
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東 日 本 地 区 事 務 所
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東京都港区高輪3-22-12
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
福岡県北九州市八幡西区岸の浦1-8-1 九州病院内
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P.16	【JCHO GROUP】全国病院MAP
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P.03	メッセージ
 新年度のごあいさつ　理事長　尾身　茂
 就任のごあいさつ　九州地区担当理事　島田　信也

P.04	【連続企画】病院長に聞く⑦
 北海道病院　院長　古家　乾
 湯河原病院　院長　高取　吉雄
 福井勝山総合病院　院長　兜　正則
	 宇和島病院　院長　渡部　昌平
	 宮崎江南病院　院長　白尾　一定
 　司会：理事（広報担当）　前野　一雄

P.08	【特集】認知症と地域包括ケア
 大阪みなと中央病院　看護部長　善家　かずみ
 可児とうのう病院　可児市土田地域包括支援センター　管理者　佐合　由美子
 埼玉メディカルセンター　看護師　望月　成美
 諫早総合病院　医療連携室　社会福祉士　土井　皓平

P.14	【インフォメーション】

	 地域医療機能推進学会からのお知らせ

P.12	【トピックス】JCHO病院の５事業の取り組み
 救命救急　徳山中央病院　救命救急センター長　山下　進
 リハビリテーション　星ケ丘医療センター　リハビリテーション士長　稲村　一浩
 地域包括ケア病棟　横浜保土ケ谷中央病院　総合診療科　医長　八百　壮大

P.11	【広報アラカルト】患者さん目線の広報誌
	 	 	 	「きらめき」
 福岡ゆたか中央病院　総務企画課　柴山　史季

認知症カフェ「オレンジカフェ諫早」での脳トレ風景（諫早総合病院）



● 12 月 9 日

● 12 月 9 日

● 1 月 20 日

● 2 月 3 日

● 2 月 16 日

● 2 月 17 日

病院が訪問看護を始めるための説明会
　訪問看護の実施またはステーション化を検討している 25 施設から 42 名が参加し、事業を開始する際の具体
的な留意事項等について説明を行いました。日本訪問看護財団佐藤美穂子常務理事より訪問看護ステーション
の開設・運営に関する講義、３施設より取組事例等の発表がありました。

訪問看護ステーション管理者会議
　訪問看護ステーション 24 施設の管理者が、経営・運営、内部統制について情報を共有しました。また、厚
生労働省後藤友美介護予防対策専門官より訪問看護ステーションを取り巻く現状と施策の動向についてご説明
いただいた他、３施設から取組事例の発表があり、活発に意見交換等が行われました。

看護専門学校運営会議
　JCHO本部において看護専門学校７校の副学校長と教務主任を対象に、平成 28 年度の経営状況並びに学生確
保や JCHO病院就職状況等の課題に対する取り組みについて情報共有し、活発な意見が交わされました。

介護老人保健施設管理者会議
　介護老人保健施設 26 施設の管理者が、経営・運営、内部統制、身体拘束・高齢者虐待防止について情報を
共有しました。また、医療法人笠松会有吉病院の福本京子ケア部長より介護老人保健施設における身体拘束廃
止・高齢者虐待防止の取組についてご講演いただいた他、２施設から事例発表があり、活発に意見交換等が行
われました。

医療安全管理責任者・医療安全管理担当者会議
　「インシデント・アクシデントの把握と活用」をメインテーマに、全国 57 病院の医療安全管理責任者・医療
安全管理担当者 109 名が参加し、基調講演、教育講演、パネルディスカッションをとおして活発な議論が交わ
されました。

医療安全管理担当者研修
　医療安全管理責任者・医療安全管理担当者会議に引き続き開催し、インシデント・アクシデントの把握と活
用について、グループディスカッションを行い、各病院における好事例の共有や課題の明確化を図りました。

地区事務所の管轄区域変更のおしらせ（平成 29 年４月１日） 
・本部に北海道四国地区管理部を新設し、北海道、香川県、愛媛県、高知県を管轄します。
・関東地区事務所は、宮城県、秋田県、福島県を管轄区域に追加し、東日本地区事務所に改称しました。
・北海道東北地区事務所は上記に伴い廃止しました。
・近畿中国四国地区事務所は、四国及び山口県の移管に伴い近畿地区事務所に改称しました。
・九州地区事務所は、山口県を管轄区域に追加しました。

※裏表紙の全国病院MAPをご参照ください

東京高輪病院が「ジャパン インターナショナル ホスピタルズ
（旧：日本国際病院）」として推奨されました。

　治療や健診を目的に日本を訪れる外国人の受け入れに特に適しているとして日本政府が推奨する病院に選定されま
した。（全国で 28 病院が選定）
　選定は、政府が主導して設立した一般社団法人Medical	Excellence	JAPAN（MEJ）により行われ、渡航受診者の受
け入れ体制と実績、提供する医療の内容などが評価されました。

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
平
成
26
年
４
月
に
発
足

し
、
４
年
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

　

他
の
公
的
病
院
の
経
営
が
軒
並
み
悪

化
す
る
中
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
は
順

調
に
成
果
を
挙
げ
、
安
定
し
た
経
営
を

実
現
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
の

奮
闘
に
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
良
質
の
医
療
」と「
安
定
し
た
経
営
」

は
い
わ
ば
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
た
ゆ
ま
な
く
前
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
自
ら
を
日
々
新
た
に
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
を
共
に
作
っ
て
い
く
う
え
で
、
グ

ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

ま
ず
お
話
し
た
い
の
は
「
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

皆
様
も
日
頃
か
ら
地
域
医
療
の
現
場

に
向
き
合
い
実
感
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
地
域
全
体
が
連
携
し
て
、

急
性
期
か
ら
在
宅
ま
で
シ
ー
ム
レ
ス
な

ケ
ア
を
提
供
す
る
「
地
域
完
結
型
」
の

医
療
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
57
の
病
院
は
約
半
数
の
26
病
院
に
介

護
老
人
保
健
施
設
、
24
病
院
に
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
地
域
完
結

型
医
療
を
推
進
す
る
の
に
相
応
し
い
体

制
を
備
え
て
い
ま
す
。
急
性
期
医
療
と

並
行
し
て
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
や
、
在

宅
支
援
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に

応
え
る
た
め
に
は
「
人
材
の
育
成
」
が

大
切
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
専
門
医
の
教
育
に
力
を

入
れ
る
と
同
時
に
「
病
院
総
合
医
の
育

成
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は

来
年
度
か
ら
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る

新
専
門
医
制
度
と
は
別
に
、
後
期
臨
床

研
修
を
終
了
し
た
医
師
を
対
象
と
し
た

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

こ
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

専
門
医
へ
の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
強
く

な
る
一
方
、
幅
の
広
い
診
療
能
力
を
有

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
で
も
キ
ー
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
な
り
得
る
医
師
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
よ
り
「
特
定
行
為
研
修
」
の
指
定
研

修
機
関
と
な
り
、
働
き
な
が
ら
学
べ
る

体
制
を
整
え
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
特
定

行
為
研
修
で
は
、
地
域
医
療
の
場
で
看

護
師
が
「
治
療
」
と
「
生
活
」
の
両
面

か
ら
、
患
者
の
状
態
に
合
わ
せ
た
よ
り

迅
速
な
対
応
を
行
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
糖
尿
病
看
護
、
創
傷
ケ
ア
、
透
析

看
護
、
感
染
看
護
、
在
宅
ケ
ア
の
５
領

域
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
定
行
為
に
限
ら
ず
、
多
職
種

協
働
の
チ
ー
ム
医
療
に
お
い
て
は
、
研

修
等
で
ス
キ
ル
を
高
め
た
各
専
門
職
が

チ
ー
ム
の
核
と
な
り
、
主
体
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
が
、
今
年
度
も
各
職

場
で
い
き
い
き
と
躍
動
し
、
地
域
へ
活

躍
の
場
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、
尾
身
理
事
長
よ
り
「
九
州

地
区
担
当
理
事
」
を
拝
命
し
、「
持
っ

て
い
る
個
性
を
一
つ
の
病
院
だ
け
で
な

く
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
の
事
を
考
え
て
活
か

せ
」
と
の
ご
指
示
を
頂
き
ま
し
た
。
新

し
い
地
域
医
療
を
推
進
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

の
下
で
は
、
患
者
さ
ん
を
始
め
と
し
て

現
場
を
大
事
に
す
る
病
院
フ
ァ
ー
ス
ト

で
あ
る
こ
と
が
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
で
す
の
で
、
先
ず
、
地

区
病
院
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
た
上

で
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
鋭
意
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
九
州
地

区
病
院
の
更
な
る
経
営
改
善
は
必
須
で

す
し
、
病
院
間
の
意
思
疎
通
を
密
接
に

し
て
各
病
院
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に

し
、
病
院
長
を
筆
頭
と
す
る
合
意
と
協

力
を
得
る
た
め
に
「
見
え
る
化
」
を
行

い
組
織
の
情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
、

が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
各
地
区
で
挙

が
っ
た
問
題
点
を
全
地
区
担
当
理
事
の

間
で
実
り
あ
る
熟
成
を
行
い
、
常
任
理

事
に
ご
相
談
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
に
資

す
る
案
件
で
あ
る
場
合
に
は
理
事
長
の

採
択
を
お
願
い
す
る
当
た
り
前
の
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
従
っ
て
、
微
力
な
が
ら

少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

NEWS
新
年
度
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

理事長

尾身　茂

九州地区担当理事
熊本総合病院　院長

島田　信也
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か
ら
の
距
離
が
大
体
25
～
40
キ
ロ
程
度
な
の

で
、
地
域
外
の
基
幹
病
院
へ
の
患
者
流
出
率

が
４
～
５
割
と
高
く
、
地
域
医
療
構
想
で
も

そ
れ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
流
入
は

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
い
か
に
流
出
を
抑
え
、

可
能
な
限
り
奥
越
完
結
型
医
療
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

渡
部
◆
当
院
は
２
０
０
床
以
上
あ
っ
た
の
で
す

が
、
私
が
赴
任
す
る
２
年
ほ
ど
前
の
平
成
22

年
５
月
か
ら
１
９
９
床
に
変
更
し
ま
し
た
。

う
ち
回
復
期
病
棟
が
44
床
、
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
が
54
床
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
、

平
成
26
年
の
診
療
報
酬
の
改
定
の
際
に
、
亜

急
性
期
病
棟
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
22

床
か
ら
始
め
、
10
月
に
病
棟
全
体
を
転
換
し

ま
し
た
。
診
療
報
酬
の
改
定
と
病
棟
再
編
に

よ
り
一
時
的
に
は
赤
字
に
陥
っ
た
の
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
経
営
的
に
安
定
し
て
き
ま
し
た
。

白
尾
◆
当
院
は
宮
崎
市
内
の
大
淀
川
の
南
に
位

置
し
、
県
立
宮
崎
病
院
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り

ま
す
。
宮
崎
東
諸
県
医
療
圏
で
、
地
域
医

療
構
想
で
は
、
２
０
２
５
年
に
急
性
期
は

１
５
２
９
床
が
過
剰
、
回
復
期
は
７
２
０
床

が
不
足
と
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

当
院
は
２
６
９
床
で
、
７
対
１
の
急
性
期

病
床
が
１
８
２
床
、
回
復
期
リ
ハ
病
床
が
43

床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
が
44
床
。
介
護
老

人
保
健
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
急
性
期
病
棟
と
し
て
の

役
割
と
し
て
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
に
、

ま
た
、「
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
」
と
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
中
で
の
在
宅
医
療
の
後
方

支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

院
内
で
の
職
種
間
連
携
と
、
院
外
で
の
医

療
と
介
護
の
連
携
両
方
と
も
進
め
て
い
こ
う

と
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

高
齢
者
は
、
医
療
や
介
護
が
ち
ゃ
ん
と
し
て

い
て
も
、
ゴ
ミ
出
し
と
か
買
い
物
と
か
、
地

域
の
中
で
そ
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
自
宅
に

帰
れ
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
ま
で
分

か
っ
た
形
で
の
対
応
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

を
、
地
域
包
括
ケ
ア
・
医
療
連
携
委
員
会
の

中
で
の
事
例
検
討
か
ら
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

渡
部
◆
当
地
域
で
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

28
％
で
、
特
に
冬
場
に
な
る
と
生
活
が
で
き

な
く
な
り
救
急
車
で
運
ば
れ
て
く
る
ケ
ー
ス

が
多
々
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
率
は
36
％
で
、

２
０
２
５
年
の
問
題
が
今
ま
さ
に
起
こ
っ
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。
一
人
暮
ら
し
の
方

は
、
一
時
的
に
良
く
な
っ
て
も
、
ま
た
同
じ

こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
る
。
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
あ
る
の
で
す
が
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
が
ま
だ
十
分
で
な
い
。

白
尾
◆
そ
の
点
で
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
数
年
前
と
比
べ
る
と
と
て
も
動
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ね
。
自
治
体
と
の
関
係
や
、

老
人
ク
ラ
ブ
と
の
関
係
で
す
と
か
。

渡
部
◆
そ
れ
は
言
え
ま
す
ね
。

前
野
◆
福
井
勝
山
で
は
、
冬
場
の
雪
な
ど
は
。

兜
◆
豪
雪
地
帯
で
す
が
、
除
雪
体
制
は
結
構

し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
地
域
柄
、
高
齢
化

率
が
30
％
を
超
え
、
独
居
の
高
齢
者
も
多
い

た
め
、
以
前
か
ら
行
政
や
医
師
会
、
関
係
機

関
等
の
連
携
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
進
ん
で
お
り
、
当
院
も
そ
の
一

翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
き
め
細
か
く
対
応

で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、
い
ろ
い
ろ
課
題

は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

切
れ
目
な
い
病
院
全
体
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

前
野
◆
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
病
院
機
能
の
見

直
し
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
家
◆
28
年
度
の
診
療
報
酬
改
正
の
際
、
算
定

要
件
が
厳
格
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
７
対

１
を
維
持
で
き
る
か
心
配
で
、
４
月
に
10
対

１
に
変
更
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
医

療
・
看
護
必
要
度
の
患
者
割
合
は
34
％
か
ら

20
％
台
後
半
を
維
持
し
、
基
準
の
25
％
以
上

を
充
分
満
た
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、

翌
月
か
ら
７
対
１
に
戻
し
ま
し
た
。

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
、
半
年
間
導
入
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
が
、
当
院
は

脳
外
科
と
整
形
の
患
者
さ
ん
が
少
な
く
、
内

科
の
患
者
さ
ん
は
思
っ
た
よ
り
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
向
き
の
人
が
い
な
か
っ
た
た
め
導
入

を
見
送
り
ま
し
た
。
医
師
と
看
護
師
が
人
数

的
に
厳
し
い
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
加
算
は
返
上

し
ま
し
た
が
、
全
病
棟
７
対
１
を
維
持
で
き

て
い
ま
す
。

　
　

急
性
期
の
み
と
い
う
方
針
に
決
め
ま
し
た

の
で
、
近
隣
の
回
復
期
の
病
院
、
長
期
療
養

型
、
介
護
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
な
ど
と
う
ま
く
連
携
し
た
い
の
で
す
が
、

ま
だ
医
師
の
ほ
う
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
考
え
が
結
び
つ
か
な
い
よ
う
で
す
。

　
　

札
幌
で
も
独
居
の
高
齢
の
方
が
増
え
て
い

て
、
例
え
ば
、
介
護
認
定
申
請
さ
え
受
け
る

機
会
も
な
く
、
救
急
車
で
搬
入
さ
れ
た
時
に

は
、
大
腸
が
ん
に
よ
る
腸
閉
塞
で
、
体
力
の

消
耗
が
激
し
く
手
術
も
で
き
な
い
状
態
と
い

う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
医
療
資

源
の
充
実
し
た
都
市
部
の
中
で
も
、
目
の
届

か
な
い
独
居
の
方
た
ち
が
、
実
は
多
い
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

高
取
◆
今
年
の
２
月
に
許
可
病
床
を
２
４
４
床

か
ら
１
９
９
床
に
削
減
、
３
月
に
４
病
棟
か

ら
３
病
棟
に
体
制
を
集
約
し
ま
し
た
。
地
域

ニ
ー
ズ
で
は
、
高
齢
化
率
が
約
40
％
と
高
く
、

か
な
り
の
数
の
認
知
症
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
当
院
の
転
倒
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事
例

で
も
約
25
％
が
認
知
機
能
や
判
断
力
の
低
下

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
患
者
さ
ん
へ

の
対
応
は
難
し
い
課
題
で
す
。

前
野
◆
新
病
院
の
構
想
を
進
め
て
ら
れ
て
い
ま

す
ね
。

高
取
◆
湯
河
原
町
役
場
の
近
く
の
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に
新
築
移
転
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
今
は
河
岸
段
丘
の
中
腹
で
、
バ
ス
の

停
留
所
か
ら
急
な
坂
を
２
０
０
メ
ー
ト
ル
登

る
と
い
う
立
地
条
件
に
あ
り
、
高
齢
化
に
反

比
例
し
て
患
者
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
坂

の
途
中
で
休
み
な
が
ら
通
院
さ
れ
る
患
者
さ

ん
も
見
か
け
ま
す
の
で
、
平
坦
な
場
所
へ
の

移
転
も
ニ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
と
考
え
ま
す
。

兜
◆
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
附
属
老
健
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
併
設
も
あ
る
の
で
、
疾
病
予
防
か

ら
急
性
期
、
回
復
期
、
介
護
、
在
宅
ま
で
切

れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
、
当
院
は

従
来
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
に
移
行
し
た
平
成
26
年
の
秋
に
は
、
看
護

体
制
を
７
対
１
か
ら
10
対
１
に
変
更
し
、
４

病
棟
あ
る
内
の
１
病
棟
を
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
医
療

構
想
を
先
取
り
し
た
形
で
す
。

前
野
◆
先
日
、
勝
山
市
の
子
育
て
支
援
事
業
に
つ

前
野
◆
地
域
医
療
構
想
、
介
護
保
険
の
地
域
支

援
事
業
が
各
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

病
院
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供

し
、
地
域
の
様
々
な
関
係
者
と
相
互
に
補
完

し
合
い
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
の
使
命
で
あ
る
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
病

院
機
能
の
見
直
し
と
い
う
視
点
を
中
心
に
、

ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
特
徴
や
課
題
等
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
家
◆
当
院
は
札
幌
市
を
流
れ
る
豊
平
川
の
南

側
に
あ
り
ま
す
。
対
象
地
域
は
、
豊
平
区
、

南
区
、
中
央
区
の
南
側
で
、
地
域
内
の
人
口

は
約
50
万
人
で
す
。
許
可
病
床
は
３
５
８
床
、

実
動
は
３
２
２
床
、
老
健
１
０
０
床
。
近
隣

で
は
４
５
０
床
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
医
療
セ
ン

タ
ー
に
次
ぐ
規
模
で
、
周
産
期
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
救
急
の
要
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
8
月
に
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
の
医
師
の

大
量
退
職
が
あ
り
、
循
環
器
系
の
診
療
を
縮

小
し
て
い
ま
す
が
、
平
均
在
院
日
数
は
若
干

伸
び
た
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ
稼
働
率
は
去

年
よ
り
上
が
り
ま
し
た
。
救
急
車
の
受
入
も
、

通
算
す
る
と
年
間
１
０
０
件
位
減
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
基
準

は
十
分
満
た
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
北
大
か
ら
毎
日
外
来
の
み
循
環
器
内
科
医

の
派
遣
が
あ
り
、
こ
の
４
月
以
降
は
今
ま
で

は
午
前
中
の
み
の
外
来
だ
っ
た
の
が
、
週
２

回
は
ま
る
1
日
の
外
来
体
制
に
な
り
ま
し

た
。
秋
ま
で
に
は
循
環
器
内
科
の
固
定
医
を

何
と
か
確
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
野
◆
Ｋ
Ｋ
Ｒ
と
は
棲
み
分
け
で
き
ま
す
か
。

古
家
◆
例
え
ば
産
婦
人
科
だ
と
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
は
婦

人
科
を
主
体
に
し
て
、
当
院
は
周
産
期
を
主

体
と
い
う
よ
う
な
棲
み
分
け
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
対
象
人
口
が
多
く
一
つ
の
病
院

で
は
ま
か
な
え
な
い
の
で
、
消
化
器
や
呼
吸

器
な
ど
内
科
系
は
住
み
分
け
し
な
く
て
も
患

者
さ
ん
は
そ
れ
な
り
に
来
ま
す
。

高
取
◆
当
院
は
戦
後
間
も
な
い
昭
和
21
年
、
関

東
甲
信
越
の
広
域
を
対
象
に
、
義
足
を
作
る

な
ど
、
肢
体
不
自
由
の
病
院
と
し
て
設
立
さ

れ
、
整
形
外
科
を
中
心
と
し
た
専
門
医
療
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
当
院
の
医
療
圏
は
、

真
鶴
町
、
湯
河
原
町
と
静
岡
県
熱
海
市
泉
地

区
で
、
こ
の
地
域
の
人
口
は
３
万
４
千
人
。

温
泉
が
売
り
の
保
養
地
で
、
主
な
産
業
は
観

光
業
で
す
。
高
齢
化
率
は
湯
河
原
町
と
隣
の

真
鶴
町
が
県
で
１
位
、
２
位
で
40
％
に
近
い
。

地
域
医
療
構
想
で
は
神
奈
川
県
の
県
西
医
療

圏
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
県
の
東
部
と
は
異
な

り
、
２
０
２
５
年
に
は
病
床
が
余
剰
と
な
る

見
込
み
で
す
。
調
整
部
会
で
は
地
域
完
結
型

を
目
指
す
と
い
う
意
見
が
主
流
で
す
。

兜
◆
当
院
は
福
井
県
の
東
北
部
の
勝
山
市
に
あ

り
、
許
可
病
床
は
１
９
９
床
、
う
ち
一
般
急

性
期
病
棟
が
１
５
８
床
、
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
病
棟
が
41
床
の
二
次
救
急
指
定
病
院
で
、

１
０
０
床
の
附
属
老
健
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設

し
て
い
ま
す
。
福
井
県
に
は
４
つ
の
二
次
医

療
圏
が
あ
り
、
当
院
は
勝
山
市
と
隣
接
の
大

野
市
を
合
わ
せ
た
人
口
約
６
万
の
奥
越
地
域

に
あ
り
ま
す
。
人
口
は
県
の
７
～
８
％
で
す

が
、
面
積
は
25
％
を
占
め
ま
す
。
一
番
の
特

徴
は
、
同
じ
医
療
圏
に
大
き
な
総
合
病
院
が

な
く
、
当
院
は
奥
越
二
次
医
療
圏
唯
一
の
基

幹
病
院
で
あ
り
、
公
的
病
院
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
た
だ
、
福
井
市
を
含
む
医
療
圏

病院長に聞く⑦連　続　企　画

地域ニーズに応じた
病院機能の見直し
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う
な
形
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
北
海
道
の
中
で
医
師
の
養
成
や
配
置

に
つ
い
て
、
上
手
く
回
せ
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

あ
と
は
、
開
業
医
の
先
生
方
と
の
勉
強

会
を
各
科
ご
と
に
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
大
学
と
の
繋
が
り
も
大
切
で
す
の

で
、
大
学
の
各
科
教
授
に
講
演
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
の
科
だ
け
の

医
師
が
集
ま
る
傾
向
が
院
内
で
多
く
、
院
内

全
体
と
地
域
の
先
生
が
交
流
す
る
機
会
は
残

念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
先
生
方
か

ら
ご
紹
介
い
た
だ
く
に
は
医
師
同
士
の
顔
が

分
か
っ
て
い
る
と
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
ま
す

し
、
新
し
い
先
生
が
赴
任
す
る
と
、
ま
た
診

療
機
能
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
病
診
連

携
を
う
ま
く
築
く
た
め
に
、
全
体
的
な
勉
強

会
や
交
流
の
場
の
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

白
尾
◆
当
院
も
地
域
医
療
支
援
病
院
で
す
が
、

勉
強
会
は
必
ず
や
っ
て
い
て
、
年
に
１
回
、

出
身
医
局
の
教
授
等
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
医

局
の
先
生
の
声
を
聞
く
機
会
に
も
な
り
ま

す
。
登
録
医
の
先
生
方
や
医
師
会
の
先
生
方

全
員
に
案
内
を
出
し
て
い
ま
す
。

高
取
◆
当
院
は
、
元
々
が
関
東
甲
信
越
の
広
域

か
ら
患
者
さ
ん
が
来
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
病
院

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
行
政
と
も
医
師
会
と

も
距
離
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に
移
行

し
て
か
ら
、
休
日
当
番
医
に
参
加
す
る
な
ど

し
て
い
ま
す
。

兜
◆
現
在
、
県
（
自
治
医
大
出
身
者
）
や
福
井

大
学
（
特
命
）
か
ら
医
師
を
派
遣
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
決
定
す
る

福
井
県
地
域
医
療
対
策
協
議
会
と
い
う
の
が

年
に
１
回
あ
り
、
私
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て

い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
県
の
健
康
福
祉
部
や

福
井
大
学
を
定
期
的
に
訪
問
し
て
、
医
師
派

遣
の
要
望
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
院
は
勝
山
市
の
市
民
病
院
的
な
役
割
を
期

待
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
長
に
お
願
い
し
て
、

県
知
事
へ
の
要
望
の
中
に
、
地
域
医
療
構
想

で
不
利
益
が
な
い
よ
う
に
、
医
療
資
源
・
医

師
派
遣
の
十
分
な
投
入
な
ど
の
要
望
を
入
れ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

高
取
◆
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
、
福
井
勝
山
で

は
か
な
り
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
来
て
い
た
だ

け
る
と
か
、
そ
ん
な
工
夫
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

古
家
◆
私
も
循
環
器
科
医
が
一
斉
に
退
職
し
た

時
に
、
循
環
器
が
あ
る
病
院
に
お
願
い
に

回
っ
た
の
で
す
が
、
無
い
袖
は
振
れ
な
い
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、

た
だ
来
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、

病
院
の
魅
力
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
ド
ク

タ
ー
は
来
て
く
れ
な
い
。
鶏
と
卵
の
ど
ち
ら

が
先
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
つ
く
づ

く
考
え
ま
し
た
。

兜
◆
大
学
に
何
遍
も
足
を
運
ん
で
頭
を
下
げ
て

お
願
い
す
る
し
か
な
い
で
す
ね
。
派
遣
業
者

な
ど
を
経
由
し
て
単
発
で
来
て
く
れ
て
、
そ

の
先
生
に
合
わ
せ
た
体
制
で
投
資
・
整
備
し

て
も
、
そ
の
医
師
が
辞
め
た
ら
途
端
に
ど
う

に
も
な
ら
な
く
な
る
。
や
は
り
大
学
と
繋

が
っ
て
い
な
い
と
安
定
し
た
医
師
派
遣
は
確

保
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

渡
部
◆
非
常
に
狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
の
で
、

医
師
会
や
自
治
体
と
は
密
に
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
地
域
協
議
会
は
28

年
度
か
ら
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
に
も
従
来
か
ら
医
師
会
を
中
心
に
毎
月

開
催
さ
れ
る
認
知
症
や
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
る
機
会
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
前
身
の
社

会
保
険
病
院
時
代
の
Ｏ
Ｂ
の
先
生
が
近
隣
に

開
業
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
の
紹
介
は
非

常
に
大
き
い
で
す
。
標
欠
の
問
題
も
Ｏ
Ｂ
の

先
生
方
が
週
１
回
応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た

り
し
て
、
非
常
勤
の
先
生
で
何
と
か
カ
バ
ー

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
大
学
と
の
連

携
が
非
常
に
強
く
、
当
大
学
創
設
期
で
関
連

病
院
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
時
代
か
ら
強
い

繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
当
院
勤
務
医

師
の
全
て
が
愛
媛
大
学
か
ら
の
派
遣
で
す
。

白
尾
◆
２
０
０
６
年
に
地
域
医
療
支
援
病
院
と

し
て
認
可
を
受
け
る
際
、
県
や
市
の
医
師
会

長
さ
ん
を
訪
問
し
た
の
が
、
連
携
が
始
ま
っ

た
最
初
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
は
あ

ま
り
交
流
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
市

の
医
師
会
の
理
事
を
頼
ま
れ
て
断
り
き
れ

ず
、
そ
こ
か
ら
急
病
セ
ン
タ
ー
や
看
護
学
校

な
ど
の
医
師
会
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
顔
の

見
え
る
関
係
に
な
っ
て
、
地
域
の
多
く
の
事

が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

市
長
、
県
知
事
、
大
学
の
先
生
方
と
交
流
す

る
機
会
も
増
え
て
い
る
の
で
、
当
院
の
立
ち

位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
お
願
い
も
し
て
い

ま
す
。

前
野
◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
話
を

伺
っ
て
い
る
と
、
日
常
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い

て
、
む
し
ろ
反
対
、
対
照
的
な
事
情
の
部
分

も
あ
り
ま
す
。
共
通
す
る
も
の
は
、
や
は
り
、

医
師
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
ど
う
確
保

す
る
の
か
が
課
題
と
い
う
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

生
の
地
域
枠
で
す
が
、
札
幌
医
大
と
旭
川
医

大
は
半
分
以
上
に
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

前
野
◆
一
学
年
の
定
員
の
半
分
以
上
で
す
か
。

古
家
◆
は
い
。
今
年
、
最
初
に
設
定
さ
れ
た
地

域
枠
の
人
た
ち
の
初
期
研
修
が
終
わ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
地
域
枠
以
外
で
も
市
町
村
単

位
で
の
奨
学
金
制
度
が
あ
り
、
専
門
医
な
ど

の
資
格
を
習
得
し
た
後
に
奨
学
金
支
給
元
の

地
域
で
の
勤
務
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
新
専
門
医
制
度
で
は
、
指
導
医

の
基
準
が
緩
く
な
り
、
特
別
連
携
施
設
の
よ

い
て
の
福
井
新
聞
の
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。

兜
◆
勝
山
市
も
少
子
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
地
域
で
す
の
で
、
い
か
に
子
育
て
世
代

を
地
域
に
引
き
留
め
る
か
、
増
や
す
か
が
課

題
で
す
。
当
院
も
地
域
唯
一
の
公
的
基
幹
病

院
で
す
の
で
、
少
し
で
も
協
力
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
お
産
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

妊
婦
検
診
、
産
後
の
検
診
や
母
乳
相
談
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
住
民
か
ら
は

お
産
の
再
開
を
望
む
声
が
大
き
い
で
す
。

前
野
◆
奥
越
地
域
で
は
お
産
は
で
き
な
い
。

兜
◆
は
い
、
福
井
県
に
４
つ
あ
る
二
次
医
療
圏
の

内
唯
一
で
き
ま
せ
ん
。
当
院
は
８
年
程
前
に
止

め
ま
し
た
。
産
婦
人
科
常
勤
医
１
人
と
県
か

ら
の
自
治
医
大
出
身
の
派
遣
医
の
２
人
体
制

だ
っ
た
の
が
、
県
が
医
師
を
引
き
上
げ
、
１

人
体
制
で
は
お
産
は
で
き
な
い
と
。
昔
は
１

人
で
年
間
２
０
０
件
近
く
行
っ
て
い
ま
し
た

し
、
当
時
は
助
産
師
が
十
数
人
も
い
ま
し
た

の
で
正
常
分
娩
だ
け
な
ら
可
能
か
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
産
婦
人
科
学
会
の
方
針
な
ど
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、常
勤
医
も
辞
め
、

現
在
は
福
井
大
学
か
ら
週
４
回
の
非
常
勤
で
、

主
に
妊
婦
検
診
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

前
野
◆
お
産
の
再
開
は
懸
案
の
一
つ
で
す
ね
。

兜
◆
住
民
か
ら
の
要
望
が
強
い
の
で
、
分
娩
室

は
今
も
使
え
る
よ
う
に
維
持
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
福
井
大
学
へ
産
婦
人
科
常
勤
医
の
派

遣
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
実
現
し
て

も
一
人
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
産
の
再
開
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
看
護

師
不
足
の
中
、
助
産
師
の
確
保
も
問
題
で
す
。

ま
ず
は
、
妊
婦
検
診
の
充
実
や
婦
人
科
の
手

術
か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
部
◆
宇
和
島
市
に
は
三
次
救
急
の
市
立
病
院

が
あ
り
、
当
院
を
含
む
２
つ
の
病
院
が
そ
こ

か
ら
の
患
者
さ
ん
を
回
復
期
病
棟
あ
る
い
は

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
受
け
入
れ
て
、
地
域

医
療
構
想
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
院
の
回
復
期

病
棟
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
稼
働
率
で
す
。
ま

た
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老
人
老
健

施
設
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
附
属
施
設
を

有
機
的
に
利
用
し
て
、
自
宅
復
帰
へ
の
道
を

確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

前
野
◆
住
民
を
対
象
と
し
た
健
康
教
室
な
ど
も
。

渡
部
◆
健
康
教
室
は
、
特
に
栄
養
管
理
室
が
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。「
じ
ぇ
い

こ
ー
糖
尿
病
一
座
」
と
い
う
名
で
糖
尿
病
の

知
識
を
伝
え
る
内
容
の
寸
劇
を
す
る
な
ど
、

効
果
的
な
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
病
院
内
外

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

白
尾
◆
昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
の
際
に
も
職
員

皆
に
言
い
ま
し
た
が
、
来
年
の
診
療
報
酬
改

定
で
さ
ら
に
重
症
度
の
基
準
が
上
が
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
重
症
度
を
し
っ
か
り

維
持
し
な
が
ら
、
稼
働
率
を
い
か
に
上
げ
て

い
く
か
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
手
外
科
、
透
析
、
リ
ハ
ビ

リ
と
い
う
当
院
の
特
色
を
セ
ン
タ
ー
化
し
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
　

あ
と
は
急
患
を
断
ら
な
い
。
当
直
日
誌
は

必
ず
見
て
い
ま
す
。
新
患
を
ス
ム
ー
ズ
に
受

け
入
れ
る
た
め
に
、
病
院
全
体
を
混
合
病
棟

と
し
て
考
え
、
主
治
医
の
先
生
が
病
棟
を
動

い
て
い
ま
す
。
連
携
室
が
患
者
さ
ん
の
リ
ス

ト
を
作
成
し
、
主
治
医
は
そ
れ
で
把
握
す
る

と
い
う
形
で
す
。

古
家
◆
病
院
と
老
健
は
、今
は
附
属
施
設
に
な
っ

て
一
体
化
し
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に
移

行
す
る
前
は
別
々
に
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
少
し
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
意

識
が
違
う
印
象
を
受
け
ま
す
。
概
念
的
に
は
、

地
域
の
中
で
医
療
と
介
護
は
シ
ー
ム
レ
ス
で

と
い
う
こ
と
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
病
院
の

中
で
シ
ー
ム
レ
ス
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
は
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意

識
付
け
で
、
上
手
く
い
っ
て
い
る
方
法
が
あ

れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

白
尾
◆
院
長
に
な
っ
て
、
老
健
や
介
護
の
こ
と

を
勉
強
し
出
し
て
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
介
護
保
険
が
一

歩
先
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
行
っ
た
の

は
、
多
職
種
の
院
内
交
流
会
で
す
。
ワ
ー
ル

ド
カ
フ
ェ
方
式
を
取
り
入
れ
、
職
員
同
士
が

そ
こ
で
話
を
し
て
お
互
い
を
学
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
病
院
と
老
健
の
人
事
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
も
定
期
的
に
行
い
ま
し
た
。
連

携
の
要
と
な
る
地
域
医
療
連
携
室
に
訪
問
リ

ハ
の
経
験
が
あ
る
看
護
師
長
を
配
置
し
た

り
、
病
院
の
急
性
期
の
看
護
師
長
を
老
健
の

師
長
に
し
た
り
、
風
通
し
を
良
く
し
て
、
病

院
も
老
健
も
全
部
一
緒
に
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
考
え
る
体
制
に
し
ま
し
た
。

　
　

急
性
期
の
７
対
１
を
維
持
で
き
た
の
も
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
あ
る
か
ら
で
、
例
え

ば
軽
い
肺
炎
と
か
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
小
さ
い
手

術
と
か
で
も
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
点
数

が
取
れ
る
ん
で
す
ね
。
実
際
に
病
棟
で
ベ
ッ

ド
管
理
を
し
て
い
る
副
師
長
さ
ん
を
巻
き
込

ん
で
、
病
棟
の
有
効
活
用
を
し
て
い
ま
す
。

病
診
連
携
を
深
め
る
勉
強
会
の
開
催
、

自
治
体
、
医
師
会
と
の
密
な
連
絡

前
野
◆
次
に
自
治
体
や
地
域
関
係
者
と
の
連
携

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

古
家
◆
北
海
道
は
地
域
が
広
く
分
散
し
て
い
ま

す
の
で
、
札
幌
市
医
師
会
と
北
海
道
医
師
会

で
取
り
組
み
方
が
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

地
域
の
医
師
偏
在
は
非
常
に
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
専
門
医
制
度
で
も
、

な
る
べ
く
地
域
の
病
院
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
内
科
の
専
門
医
制
度
の
基

幹
病
院
と
し
て
申
請
は
出
し
ま
し
た
。
あ
と
学

宮崎江南病院　院長

白尾　一定
湯河原病院　院長

高取　吉雄
宇和島病院　院長

渡部　昌平
北海道病院　院長

古家　乾
司会：理事（広報担当）

前野　一雄
福井勝山総合病院　院長

兜　正則

病院長に聞く⑦連　続　企　画
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● 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
・
修
了
し
た
方
で
す
。

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
出
来
る
範

囲
で
手
助
け
す
る
存
在
で
す
。「
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
」
が
目
印
で
す
。
病
院
職
員
が
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
講

師
で
あ
る
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
が
い
る
病

院
で
は
、
地
域
住
民

に
向
け
た
講
座
を
積

極
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
数
は
、
平
成
24
年
で
約
４
６
２
万
人
、
平
成
37
年
に
は
約

７
０
０
万
人
に
増
加
し
、
65
歳
以
上
の
約
５
人
に
１
人
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
に
通
院
、入
院
さ
れ
る
患
者
様
に
も
認
知
症
を
患
っ

て
い
る
方
は
多
く
、
病
院
と
し
て
全
職
員
が
認
知
症
の
方
を
理
解
し
、
適
切
に

対
応
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
に
国
が
策
定
し
た
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
で
は
、
認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
入
院
中
で
も
認
知
症
の
方
の
そ
れ
ま
で
の
生
活

を
大
切
に
し
、
可
能
な
限
り
在
宅
復
帰
を
め
ざ
し
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
維

持
で
き
る
よ
う
な
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
各
施
設
に
お
い

て
も
、
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
お
け
る
医
療
・
介
護
分
野
の
役
割
を
担
う
べ
く
、

地
域
の
一
員
と
し
て
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新オレンジプランの「七つの柱」
❶	認知症への理解を深めるための普及・
啓発の推進

❷	認知症の容態に応じた適時・適切な医
療・介護等の提供

❸	若年性認知症施策の強化
❹	認知症の人の介護者への支援
❺	認知症の人を含む高齢者にやさしい地
域づくりの推進

❻	認知症の予防法、診断法、治療法、リ
ハビリテーションモデル、介護モデル等
の研究開発及びその成果の普及の推進

❼	認知症の人やその家族の視点の重視

チ
ュ
ー
ド
の
基
本
姿
勢
を
実
践
し
、
チ
ー
ム
で

認
知
症
ケ
ア
に
関
わ
る
体
制
作
り
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
認
知
症
に
強
い
病
院
を
目
指
し
て
、

患
者
様
、
家
族
が
安
心
で
き
る
よ
う
な
場
所
と

し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
や
認
知
症
デ
イ
が
で
き

る
環
境
を
作
り
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
繋
が
る

よ
う
な
活
動
が
出
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
大
阪

み
な
と
中
央
病
院
は
、
病
院
か
ら
地
域
に
歩
み

よ
り
、
地
域
と
と
も
に
成
長
で
き
る
病
院
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
活

動
し
て
き

ま
し
た
が
、

高
齢
者
人

口
の
増
加

に
よ
る
地

域
の
ニ
ー

ズ
に
対
応

す
る
た
め
、

平
成
29
年

度
か
ら
は

担
当
地
域
を
拡
大
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
域
を
受

け
持
つ
「
土
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

「
帷
子
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
分
か
れ
て
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
定
期

的
に
地
域
の
公
民
館
や
集
会
所
に
出
向
き
、
個

別
相
談
を
受
け
る
「
も
の
忘
れ
・
困
り
ご
と
相

談
会
」、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」、「
認

知
症
カ
フ
ェ
」、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

の
協
力
の
も
と
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
症
）
予

防
講
座
」、
半
年
間
毎
週
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
に

取
り
組
む
「
認
知
症
予
防
教
室
」
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
帷
子
地
区
に
あ
る
喫

茶
店
の
協
力
の
も
と
、
１
か
月
に
２
回
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
当
事
者
や
そ

の
家
族
、
認
知
症
に
関
心
が
あ
る
方
が
気
軽
に

集
ま
り
話
を
す
る
場
で
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
拒
否
し
て
い
た
認
知
症
の
方
が
、

カ
フ
ェ
は
毎
回
楽
し
み
に
参
加
し
て
い
る
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
方
や
家
族
、

地
域
の
方
が
出
か
け
ら
れ
る
場
所
が
増
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

病
院
と
い
う
環
境
を
活
用
し
た
取
り
組
み
と

し
て
、「
も
の
忘
れ
・
困
り
ご
と
相
談
」
の
開
催
、

認
知
症
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
た
パ
ネ
ル
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
が
訪
れ
る
病
院

と
い
う
場
所
を
活
か
し
認
知
症
を
知
る
き
っ
か

け
を
作
り
、
早
期
発
見
や
認
知
症
で
悩
み
を
抱

え
て
い
る
当
事
者
や
家
族
の
相
談
に
つ
な
が
れ

ば
支
援
の
手
が
か
り
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
地
域
で
の
認
知
症
に
対
す
る
活
動

と
と
も
に
、
病
院
の
場
を
活
か
し
た
取
り
組
み

も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

認
知
症
に
強
い
病
院
を

  

目
指
し
て

大
阪
み
な
と
中
央
病
院
　
看
護
部
長善

家
　
か
ず
み

　

大
阪
市
で
は
高
度
成
長
期
の
人
口
流
入
や
第

１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の
高
齢
化
に
よ
り
、

全
国
平
均
を
上
回
る
速
さ
で
高
齢
者
の
割
合
が

増
加
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
の
高
齢
者
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
急

性
期
病
院
で
は
重
症
患
者
の
ケ
ア
が
優
先
さ
れ

認
知
症
の
患
者
様
の
ケ
ア
が
行
き
届
い
て
い
な

い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
も
認
知
症
を
抱
え
る
患
者
様
が
常
に

２
割
程
入
院
し
て
お
り
、
毎
日
の
よ
う
に
転
落

転
倒
、
輸
液
ル
ー
ト
の
自
己
抜
去
、
安
全
の
為

の
抑
制
、
ミ
ト
ン
の
着
用
と
い
う
報
告
を
受
け

看
護
者
と
し
て
心
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。
現
場

の
看
護
師
は
、
業
務
を
こ
な
す
こ
と
に
精
一
杯

で
、
見
守
り
・
寄
り
添
う
と
い
う
看
護
の
基
本

的
な
関
わ
り
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
や
さ
し
さ
と
安
心
の
医
療
で
人
々
に
つ
く

し
ま
す
」
と
い
う
病
院
の
理
念
を
実
践
す
る
に

は
、
病
院
職
員
全
員
が
認
知
症
を
理
解
し
、
患

者
様
に
寄
り
添
う
医
療
・
ケ
ア
を
で
き
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
港
区
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
皆
様
に
依
頼
し
、

全
４
回
を
通
し
医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
と

す
る
病
院
職
員
の
８
割
以
上
が
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
身
に
付
け
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認
知
症

患
者
様
に
対
し
て
「
見
つ
め
る
事
、
話
し
か
け

る
事
、
ふ
れ
る
事
、
立
つ
事
」
と
い
う
ユ
マ
ニ

  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

  

取
り
組
み

可
児
と
う
の
う
病
院
　
可
児
市
土
田
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
　
管
理
者 

佐
合
　
由
美
子

　

可
児
市
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
６

か
所
あ
り
、「
可
児
市
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
の

も
と
、
協
力
し
て
認
知
症
に
対
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

可
児
市
の
高
齢
化
率
は
26
％
ほ
ど
で
す
が
、

30
年
程
前
に
名
古
屋
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
造
成
さ
れ
た
病
院
近
隣
の
帷
子
地
区
に
は
、

高
齢
化
率
が

40
％
を
超
え

る
地
域
も
あ

り
ま
す
。
平

成
28
年
度
ま

で
は
、土
田
・

帷
子
地
区
の

一
部
を
担
当

す
る
「
可
児

市
西
部
地
域

  

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の

  

多
職
種
と
の
連
携
に
お
け
る
活
動

埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
　
看
護
師望

月
　
成
美

　

平
成
28
年
10
月
よ
り
当
院
で
は
、
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
当
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医

（
神
経
内
科
）・
看

護
師
・
介
護
福
祉

士
か
ら
な
り
ま

す
。
支
援
の
流
れ

と
し
て
は
、
ご
家

族
等
か
ら
相
談

を
受
け
た
地
域

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
包

括
）
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

行
い
、
包
括
職
員
と
共
に
ご
自
宅
へ
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
多
職
種
が
集
ま

る
チ
ー
ム
員
会
議
で
支
援
方
法
を
検
討
し
、
必

要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
が

る
よ
う
、
概
ね
６
か
月
を
目
安
に
集
中
的
に
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

● 
認
知
症
カ
フ
ェ

　

市
町
村
ご
と
に
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、
そ

の
地
域
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ

を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
介
護
者
が
日
頃

の
ス
ト
レ
ス
を
発
散

で
き
る
場
所
で
あ
っ

た
り
、
認
知
症
本
人

の
居
場
所
で
あ
っ
た

り
、
認
知
症
の
方
本

人
が
カ
フ
ェ
の
運
営

に
関
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

地域に向けたポスター

可児市オレンジプランのリーフレット

認知症と地域包括ケア特集
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　福岡県中央の旧産炭地、筑豊三都（飯塚市、
直方市、田川市）の１つ直方市に、JCHO福
岡ゆたか中央病院はあります。昭和23年より
地域医療の中核を担う病院として、近隣の多く
の医療機関や施設と連携し活動しています。
　広報誌は極めて重要な情報発信手段の１つで
す。当院では以前「病院だより」が発行されて
いましたが、お世辞にも患者さんが読みたいと
感じるものではありませんでした。そこで患者さ
んにとって“より親しみやすい”広報誌を作成
するようにと、院長から私に依頼がありました。
　名前の「きらめき」は患者さんと職員へ公募
した中から選ばれたもので、題字は本誌の生み
の親で小さい頃から書に親しんでいる院長に
書いて頂きました。「きらめき」の目指すとこ
ろは“小さくてもいい！患者さんと職員に対し
輝き続けてほしい！”というものです。
　「きらめき」の編集で最優先に考えているこ
とは、常に患者さんの目線であることです。
当院を利用される患者さんの平均年齢が約70
歳であることから、読みやすい文字の大きさ
や色を決め、当たり前と思える医療用語や時
事問題でも“患者さんが容易に理解できる”
表現や言葉づかいに苦心しています。また患
者さんと職員の距離を近くするため、職員の
顔写真を出来るだけ多く掲載できるような工
夫をし、写真撮影を行っています。

　このような経過で、2012年９月に広報誌「き
らめき」第１号を創刊することが出来ました。
以後、定期的に年３回（各 2000 部）発行さ
れ、現在第14号の発行となり患者さんや施設
の方々に加え職員からも高い評価を頂いてい
ます。発行後「きらめき」を片手に院内を歩く
患者さんを見受けるようになり、「最新号だけ
でなく、バックナンバーも欲しい。」や「これ
までに出たものが全部ほしい。」等、嬉しい声
が多く寄せられています。更に近隣病院の院長
から「今回の座右の銘という企画いいね。すご
く面白かったよ。」との言葉や、JCHO病院の
院長から「素晴らしい出来だ。見倣うように自
院の担当者に伝えた。」とのメールを受け取っ
たり、はたまた業界誌の記者の方からも「きら
めき」の内容を賞賛されたそうで大変感謝して
います。これらの事が確実に次の広報誌をさら
に良い物にしようという、やりがいに繋がって
います。
　最近では塗り絵の連載を始め、「塗ってみた
ら、前回より今回の方が塗りやすかったよ。」
等、楽しまれている患者さんのご意見が毎回多
く寄せられています。塗り絵は「きらめき」の
発行の主旨を理解して応援して頂いている方の
協力の産物であり、その他にも「きらめき」を
応援して頂ける力があちらこちらから寄せられ
おり、非常に有難くかつ心強く思っています。
　今後も患者さんや近隣の医院や施設をはじ
め地域の方々の目線に立った広報誌作りを充
実させ、それらの方々と当院との距離が近くな
る広報誌を目指して努力して参ります。

福岡ゆたか中央病院　総務企画課　柴山　史季

● 

認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム

　

認
知
症
の
人
が
入
院
治
療
を
受
け
る
場
合
、

認
知
症
状
の
た
め
本
人
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な

い
、
身
体
疾
患
の
治
療
が
円
滑
に
進
ま
ず
入
院

日
数
が
長
期
に
な
る
、
自
宅
へ
の
退
院
が
難
し

く
な
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年

度
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
認
知
症
ケ

ア
加
算
」
は
、
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
対
し
、

専
門
知
識
を
有
し
た
多
職
種
に
よ
る
ケ
ア
チ
ー

ム
が
多
角
的
な
視
点
か
ら
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

認
知
症
ケ
ア
加
算
１
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
、
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
、
専
任
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
が
、
入
院

前
の
生
活
状
況
等
を
踏
ま
え
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

看
護
計
画
の
作
成
、
実
施
及
び
評
価
、
身
体
的

拘
束
を
必
要
と
し
な
い
環
境
の
整
備
、
週
１
回

以
上
の
巡
視
な
ど
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
ケ
ア
加
算
２
で
は
、

小
児
科
な
ど
を
除
く
す
べ
て
の
病
棟
に
、
認
知

症
患
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
看
護
方
法
等
に
係

る
適
切
な
研
修
を
受
け
た
看
護
師
を
複
数
名
配

置
し
、
看
護
計
画
の
作
成
、
実
施
及
び
評
価
な

ど
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
で
は
、
14
施
設
が
認
知
症
ケ
ア

加
算
１
、
26
施
設
が
認
知
症
ケ
ア
加
算
２
の
体

制
を
取
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
29
年
１
月
現
在
）

  

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の

  

取
り
組
み

諫
早
総
合
病
院
　
医
療
連
携
室
　
社
会
福
祉
士

土
井
　
皓
平

　

社
会
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
く
中
で
諫
早

市
・
市
医
師
会
で
も
認
知
症
対
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
県
へ
働
き
か

け
平
成
26
年
10
月
地
域
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
は
院
内

外
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
支
援
活
動
と
し
て
認
知
症
の
方
が
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
目
的

と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
関

す
る
問
題
の
中
で
も
、
重
要
な
事
は
受
診
や

サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
り
に
く
い
と
い
う
入
口
問
題

で
す
。
そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
問
題
解
決

の
た
め
市
薬
剤
師
会
へ
働
き
か
け
「
認
知
症
対

応
力
向
上
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
約
４
割
の
調
剤
薬
局
で
薬
剤
師
が
認
知
症
に

対
応
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
（
図
１
）
を
表
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
促
し
、
認
知
症
の
方

と
家
族
の
憩
い
の
場
で
あ
る
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
症
状
等
に
よ
り
適
切
な
医
療
を

提
供
し
に

く
い
場
合

が
あ
り
ま

す
。
そ
う

し
た
事
態

を
防
ぎ
、

病
棟
看
護
師
の
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
多

職
種
で
「
認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
」
を
作
り
、
毎

週
１
回
病
棟
内
の
ラ
ウ
ン
ド
を
行
っ
て
い
ま

す
。
看
護
師
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
73
％
が
認
知
症
に
関
す
る
知

識
が
向
上
し
、
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
り
周
辺
症
状
が

減
少
し
た
と
95
％
が
感
じ
て
い
る
と
い
う
結
果

に
な
り
ま

し
た
。
患

者
様
家

族
か
ら
は

「
色
々
と

不
安
は
あ

る
が
、
相

談
で
き
る

場
が
あ
る

だ
け
で
気

持
ち
が
楽

に
な
る
」

と
い
う
言

葉
も
頂
き
、
当
院
の
医
療
の
質
も
向
上
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
経
営
上
も
こ
の
活
動
を
通
し
て

認
知
症
ケ
ア
加
算
１
の
算
定
（
図
２
）
で
貢
献

し
て
い
ま
す
。（
年
間
約
２
６
０
万
円
）

　

今
後
、
地
域
で
の
認
知
症
対
策
を
展
開
す
る
時

代
の
中
で
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
が
掲
げ
る
理
念
に
基
づ
き
、

地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
常
に
時
代
が
求
め
る
活

動
の
前
線
を
歩
い
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

Ａ
氏
は
、「
数

年
前
か
ら
物
忘
れ

や
受
診
拒
否
が
あ

る
。
一
人
暮
ら
し

な
の
で
心
配
」
と

ご
家
族
か
ら
相

談
を
受
け
支
援

開
始
と
な
り
ま
し

た
。
初
回
訪
問
時

に
は
、
こ
れ
ま
で

の
生
活
歴
や
ご
本

人
の
思
い
を
伺
い
、
信
頼
関
係
が
築
け
る
よ
う

に
努
め
ま
し
た
。
診
察
の
結
果
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
在
宅

で
の
生
活
を
希
望
さ
れ
て
い
る
Ａ
氏
の
意
思
を

尊
重
し
、
在
宅
環
境
を
整
え
な
が
ら
ご
家
族
や

包
括
職
員
と
見
守
り
を
中
心
に
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
転
倒
や
熱
傷
、
失
神
発
作
等

も
出
現
し
た
た
め
当
院
へ
入
院
と
な
り
ま
し
た

が
、
入
院
中
は
認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
も
介
入
し
、

多
職
種
で
継
続
し
た
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
大
き

な
混
乱
な
く
入
院
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
家
族
か
ら
は
「
何
年
も
家
族
で
が
ん

ば
っ
て
み
た
け
れ
ど
な
か
な
か
受
診
で
き
ず
不

安
が
募
る
ば
か
り
で
し
た
。
チ
ー
ム
で
関
わ
っ

て
も
ら
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
」
と
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
チ
ー
ム
の
役
割
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
超
高
齢
社
会
に
な
り
、
認

知
症
の
人
は
ま
す
ま
す
増
え
て
き
ま
す
。
認
知

症
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
患
者
や
家
族

に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
今
後
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図１

図２

患者さん目線の広報誌
「きらめき」
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徳
山
中
央
病
院
は
周
南
市
、
下
松
市
、
光
市

か
ら
な
る
周
南
医
療
圏
26
万
人
の
基
幹
救
急
病

院
と
し
て
地
域
貢
献
を
続
け
て
い
ま
す
。
軽
症
、

重
症
を
問
わ
ず
救
急
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
の
救
急
車
受
け
入
れ
率
（
応
需
率
）

は
98
・
８
％
で
あ
り
、
年
間
約
４
，
７
０
０
台

の
救
急
要
請
の
ほ
と
ん
ど
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
当
医
療
圏
の
東
方
に
位
置

す
る
岩
国
あ
る
い
は
柳
井
医
療
圏
か
ら
の
搬
送

も
増
加
し
て
お
り
、
重
症
例
を
当
院
が
断
っ
て

し
ま
う
と
、
救
急
隊
は
１
時
間
以
上
を
か
け
て

大
学
病
院
等
の
あ
る
医
療
圏
へ
患
者
を
搬
送
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。「
求
め
ら
れ
れ
ば
断
ら
な

い
」
と
、
な
ん
と
か
し
て
受
け
入
れ
が
で
き
る

よ
う
、
ベ
ッ
ド
の
調
整
、
勤
務
の
調
整
を
し
な

が
ら
日
々
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
地
域
で
搬
送
さ
れ
る
救
急
車
数
全

体
で
み
れ
ば
、
当
院
が
受
け
入
れ
て
い
る
の
は

全
体
の
約
６
割
で
す
。
残
り
の
約
４
割
は
当
院

が
断
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
徳
山
中
央
病

院
に
ば
か
り
負
担
を
か
け
て
は
い
け
な
い
」「
地

域
の
救
急
医
療
体
制
は
自
分
た
ち
が
支
え
る

の
だ
」
と
考
え
る
救
急
隊
が
他
の
病
院
を
選
定

し
、
近
隣
の
病
院
が
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
平
日
昼
間
に
は
、
入
院
設
備
を
持
た
な

い
診
療
所
も
救
急
車
対
応
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
当
院
の
救
急
外
来
の
苦
労
は
大
変
な
も
の

で
す
が
、
こ
の
苦
労
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る

消
防
、
地
域
の
病
院
・
診
療
所
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
地
域
の
救
急
医
療
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

忙
し
い
病
院
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
救

急
医
療
体
制
は
初
期
臨
床
研
修
医
に
と
っ
て
は

最
高
の
研
修
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
当
院
は
県

内
で
は
最
も
研
修
医
が
集
ま
る
病
院
と
な
っ
て

お
り
、
地
元
の
山
口
大
学
だ
け
で
は
な
く
、
他

県
出
身
の
研
修
医
も
当
院
で
の
研
修
を
希
望
し

て
集
ま
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域

に
信
頼
さ
れ
る
救
急
病
院
は
「
忙
し
く
て
大
変

だ
け
ど
、
や
り
が
い
が
あ
っ
て
自
分
が
成
長
で

き
る
」
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。

　

当
院
は
、
昭
和
51
年
頃
ま
で
脊
髄
損
傷
者
や

脳
卒
中
患
者
の
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
主
力
と
し
た
近
畿
圏
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
病
院
で
し
た
が
、
平
成
に
な
り
、
大
阪

府
の
北
河
内
医
療
圏
の
地
域
医
療
支
援
病
院
と

　

平
成
28
年
９
月
よ
り
開
設
さ
れ
た
当
院
の
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
、
中
庭
に
美
し
く
咲
く
桜

し
て
、
地
域
の
病
院
や
診
療
所
と
連
携
を
強
化

し
た
急
性
期
病
院
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
１
３
８
床
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
を
運
営
し
、
約
80
名
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
技
士
が
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で

の
花
に
ち
な
み
、「
さ
く
ら
病
棟
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
開
設
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、
近

３
６
５
日
体
制
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
、
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
移
行

期
で
あ
る
平
成
12
年
頃
に
、
地
域
の
病
院
へ
脳

卒
中
患
者
や
整
形
外
科
術
後
の
患
者
を
早
期
転

院
す
る
方
針
転
換
を
き
っ
か
け
に
、
転
院
先
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
士
に
対
し
て
、
業
務

修
了
後
毎
月
３
回
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技

術
の
勉
強
会
を
約
20
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
呼
吸
理
学
療
法
は
第
２
水
曜
日
、
脳

卒
中
の
治
療
技
術
勉
強
会
（
図
１
、
図
２
）
は

第
３
水
曜
日
、
整
形
外
科
領
域
の
勉
強
会
（
図

３
）
は
第
４
火
曜
日
に
開
催
し
て
お
り
、
そ
の

活
動
は
、「
公
益
社
団
法
人
大
阪
府
理
学
療
法

士
会
」
の
認
定
を
受
け
、
新
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
ポ
イ
ン
ト
対
象
勉
強
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
該
勉
強
会
の
講
師
と
な
る
た
め
、
認

隣
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
の
視
察
や
助
言
を
基
に
、

多
職
種
で
何
度
も
議
論
し
、
方
向
性
の
確
認

を
し
て
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
選
定
と
実
践

を
繰
り
返
し
な
が
ら
問
題
点
を
把
握
し
、
改
善

策
を
練
っ
て
い
る
状
況
は
、
半
年
経
過
し
た
現

在
も
進
行
中
と
い
え
ま
す
。
安
定
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
た
方
に
別
な
医
療
問
題
が
発
覚
し
て

し
ま
う
こ
と
や
、
利
用
の
敷
居
を
上
げ
す
ぎ
て

し
ま
う
こ
と
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
担

い
手
と
い
う
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
問
題
は

常
に
考
え
な
が
ら
、
業
務
改
善
と
医
療
・
看
護

の
質
向
上
を
目
指
し
、
さ
く
ら
病
棟
の
ス
タ
ッ

フ
は
日
々
一
生
懸
命
で
す
。

　

地
域
住
民
と
医
療
を
繋
ぐ
中
心
と
な
る
場
、

と
い
う
責
任
の
大
き
さ
と
実
践
の
難
し
さ
の
中

で
困
惑
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
半
年
が
経

過
し
て
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
医
療
の
み
な
ら

ず
社
会
的
な
支
援
を
し
て
い
く
重
要
性
に
気
が

付
き
、
変
化
し
て
い
ま
す
。
急
性
期
の
医
療
だ

け
が
看
護
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も

生
活
に
即
し
た
患
者
ケ
ア
が
必
要
だ
と
、
看
護

の
理
念
に
つ
い
て
再
考
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も

い
ま
す
。
週
に
一
度
の
多
職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
で
は
、
対
話
の
中
で
生
ま
れ
る
患
者
中
心
の

ケ
ア
の
事
例
を
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
う

ち
に
、
注
目
す
べ
き
視
点
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て

お
り
、
お
互
い
が
学
び
あ
え
る
良
い
風
潮
が
あ

り
、
開
設
当
初
よ
り
も
心
地
よ
く
感
じ
ま
す
。

　

今
後
は
急
性
期
病
棟
か
ら
の
受
け
入
れ
の

他
、
在
宅
医
療
で
の
介
護
者
を
支
え
る
レ
ス
パ

イ
ト
入
院
や
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

事
例
を
少
し
ず
つ
増
や
す
一
環
と
し
て
、
外
来

機
能
の
再
編
と
連
動
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
か
ら
は
高
齢
者
の

入
退
院
を
支
援
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｍ
（Patient	Flow

	
M
anagem

ent

）
部
門
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
は
、
65
歳
以
上
高
齢
化

率
が
25
・
２
％
（
２
０
１
６
年
４
月
）
で
あ
り
、

２
０
２
５
年
問
題
以
後
も
高
齢
者
が
多
い
地
区

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
台
に
住
む
近
隣
住
民

の
方
々
中
の
当
院
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
で

す
。「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
こ
の

場
所
で
何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
と

病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
、
地
域
ニ
ー
ズ

の
分
析
を
す
る
た
め
に
、
医
療
機
関
・
介
護
施

設
・
在
宅
医
療
部
門
と
の
連
携
の
他
に
、
保
健

師
や
行
政
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

の
意
見
交
換
、
そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
地
域

住
民
の
方
々
と
の
意
見
交
換
の
場
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
将
来
的
に
は
都
市
工
学

の
専
門
家
と
も
協
力
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
も
取
り
入
れ
、「
都
市
型
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
を
作
る
！
住
民
を

中
心
と
し
た
町
お
こ
し
！
」
と
い
う
大
き
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

定
理
学
療
法
士
や
専
門
理
学
療
法
士
の
資
格
を

取
得
し
、
当
院
で
の
臨
床
研
究
の
成
果
を
も
と

に
大
学
院
や
博
士
課
程
ま
で
進
む
職
員
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、「
公
益
社
団
法

人
日
本
理
学
療
法
士
会
」
主
催
の
「
呼
吸
の
理

学
療
法
」、「
片
麻
痺
患
者
の
評
価
と
治
療
」（
図

４
）、「
脊
髄
損
傷
者
の
評
価
と
治
療
」
の
３
つ

の
研
修
会
を
委
託
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
か

ら
は
、
当
院
の
新
採
用
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

技
士
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
い
る
「
関
節
運
動

療
法
」
の
研
修
会
も
委
託
開
催
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
大
阪
府
だ
け
で
な
く
全
国
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
技
士
に
対
し
て
広
く
研
修
会
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

模
範
と
な
り
、
先
駆
的
療
法
等
の
発
信
病
院
と

な
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

脳卒中の治療技術勉強会（図１）

脳卒中の治療技術勉強会（図２）

整形外科領域の勉強会（図３）

「片麻痺患者の評価と治療」勉強会（図４）

地域に貢献する
JCHO病院の取り組み

Topics

　JCHOの各病院では、地域の実情に応じながら、医療サービスを提供
しています。今号では、救命医療、リハビリテーション、地域包括ケア
病棟においてそれぞれ地域に貢献する３病院の取り組みをご紹介します。

地
域
一
体
と
な
っ
て
支
え
る
救
急
医
療
体
制

徳
山
中
央
病
院
　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
　
山
下
　
進

救命医療

地
域
の
医
療
従
事
者
へ
の
研
修
活
動

星
ケ
丘
医
療
セ
ン
タ
ー
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
士
長
　
稲
村
　
一
浩

リハビリ
テーション

地
域
住
民
と
医
療
を
繋
ぐ
さ
く
ら
病
棟

横
浜
保
土
ケ
谷
中
央
病
院
　
総
合
診
療
科
　
医
長
　
八
百
　
壮
大

地域包括
ケア病棟
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　平成29年2月18日（土）・19日（日）、JCHO本部研修棟において、今回初の試みとなる「JCHO
病院総合医育成セミナー」を開催しました。総合診療の指導に定評のある先生方を講師にお招き
したこともあり、対象とした病院総合医に興味のある若手医師のみならず、総合診療の現場で働
く医師を中心に、年齢、経歴、診療地域などが様々な皆様にご参加いただきました。

JCHO病院総合医育成セミナー

第５回地域医療機能推進学会セミナー・院長部会総会

地域医療機能推進学会からのお知らせ参加者の声

プログラム

～アンケートより～　　（　）内は勤務先の形態／年齢層

● 孫先生のコンプレックスケースは自分にとって
目からウロコでした。医師として働き始めて
1 年経とうとしていますが、日々の診療で感
じていたもやもやを言語化していただけた気
がします。シンプルに考えすぎないである程
度時間をかける方法も必要だと実感しました。

（病院／ A30）
● 日本における Hopitalist の在り方と、その育

て方について勉強するいい機会になりました。
今後の自分の勉強の仕方についても、考える
ことができました。（診療所／ A60）

● 身体診察のワークショップは毎回やってほしい
です。EBM の手法についても勉強したいです。

（診療所／ A30）
● 診察に関する技術だけでなく、病院業務全体を

改善するヒントを得ることができました。（病
院／ A50）

● 思いきって参加して本当に良かったです。
3000 円という値段も講師のネームバリュー
と内容に比べればかなりお得だと思いました。

（学生／ A30）
● 全体的に楽しく参加しました。可能であれば質

疑応答にもう少し時間をいただけると良かっ
たです。次は実施する側で参加してみたい気
もします。（病院／ A40）

● セミナーを通じて、現在、勤務されている先生
方と直接、話をする機会を得て非常に有意義
でした。（診療所／ A40）

● 二日目のみの参加ですが、学生からベテランの
先生までざっくばらんで楽しかったです。（病
院／ A40）

● セミナー内容も実施診療に役立つもので参考に
なったが、何より他病院、他 JCHO の方と意
見交換ができたのがよかった。参加者が、学
生からベテラン、開業医まで幅広く、ある意
味興味深かった。（病院／ A40）

● 今回のように日常診療に即した明日から使える
知識が沢山あるセミナーをお願いします。（病
院／ A30）

● また参加したい。（病院／ A30）
● 学生、初期研修医向けのセミナーをやってはど

うかと思います。（病院／ A40）
● とても勉強になった。今後、指導医のためのセ

ミナーもあると良い。（病院／ A50）

◆ 講演１・ワークショップ１ ◆
 「病院でコンプレックスケースに遭遇したら」
孫 大輔先生（東京大学医学教育学部門）
◆ 報告 ◆
JCHO 各病院の総合診療科の紹介
笠井　昭吾先生（JCHO 東京山手メディカルセ

ンター総合内科、地域診療・救急部門）
森川　暢先生（JCHO 城東病院総合内科）
八百　壮大先生（JCHO 横浜保土ケ谷中央病院

総合診療科）
◆ 理事長挨拶 ◆
尾身　茂（一般社団法人地域医療機能推進学会理

事長）

◆ 講演２・ワークショップ２ ◆
 「ホスピタリストのあり方とその必要なスキル」
石山 貴章先生（新潟大学地域医療教育センター）
◆ ランチョンセミナー ◆
 「感染症プラチナ特講～症例から学ぶ感染症流儀

～」
岡 秀昭先生（JCHO 東京高輪病院感染症・総合

内科）
◆	講演３・ワークショップ３	◆
 「問診とフィジカル」
山中克郎先生（諏訪中央病院院長補佐）
徳田安春先生（JCHO 顧問）

平成 29 年３月２日（木）、JCHO 本部研修棟等を会場に第５
回地域医療機能推進学会セミナー及び院長部会総会を開催し
ました。
●テーマ／経営分析システム Libra の分析及び活用 について

の最新状況
●講師／笹 真人 氏（株式会社日本経営　病院経営コンサル

ティング部次長）

●会期／平成 29 年 11 月 17 日（金）・18 日（土）
●会場／ TKP ガーデンシティ品川
　　　　JCHO 本部研修棟
●会長／絹川　常郎（JCHO 中京病院　院長）
●メインテーマ／ JCHOによる新しい地域医療の覚醒
●特別講演／茂木　健一郎　氏（脳科学者）　

●演題募集期間　４月 19 日（水）正午から５月
31 日（水）正午まで

●原則としてインターネットを用いたオンライン
登録で受付いたします。

●詳細は学会ホームページをご覧ください
　http://www.jchs.or.jp/

第３回JCHO地域医療総合医学会

福岡ゆたか中央病院

A30：25～34才
A40：35～44才
A50：45～54才
A60：55～64才｛

〔インフォメーション〕

15 14


